
２月９日(火)に昨年に続き６年生児童を対象に校長による授業「命の教育」を行いまし
た。竹内まりやさんが作詞した「いのちの歌」を読み、それぞれが大切であると感じたと
ころを自由に語るところからスタートしました。
「本当にだいじなものは隠れてみえない ささやかすぎる日々の中に かけがえのない喜
びがある」や「この星の片隅で めぐり会えた奇跡は どんな宝石よりも 大切な宝物」、
「生まれてきたこと 育ててもらえたこと 出会ったこと 笑ったこと そのすべてに
ありがとう」等を選択し、感じたことを友達に伝え合いました。
６年生が卒業式で授与される「卒業証書」には、それぞれの大切な名前と生年月日が記

されています。生年月日、まさしく子供が誕生した日のことはいつまでも忘れられないで
すね。私も３人娘がいますが、子供が誕生したときの感動は忘れられないものです。そし
て、愛しい子の名前には親の大きな願いが込められています。卒業式は、子供にとっては
小学校の全課程を修了したことを自覚するとともに、親や家族の方々に感謝の気持ちを抱
くものでもあると思います。
今回も、「命の大切さ」と「感謝の気持ち」について、一人一人の子供たちは自分自身

と向き合いました。
そして、最後に新型コロナウィルス感染症禍の生き方についても深く見つめました。

故里にて コロナの春に 逝きし母
スマホに遺す 「来なくていいよ」

最愛の人と会えない中、永遠に別れなければならない状
況を生み出す怖さが新型コロナウィルス感染症には潜んで
います。「つらさ」「悲しさ」「悔しさ」こうした切ない思い
や言葉に表すことのできない思いを抱えて生きなければな
らないのです。どのように生きるのか、それを一人一人が
深く考えました。

【校長の授業の様子】
【６年生の授業後の感想より】

・命がどれだけ大切かが分かった。自分がどれだけ大切にされているかが分かった。
親がどんなに偉大なのかが分かった。私は、これから親にされたことに応えて、親に
恩返しがしたい。
・自分の名前にはたくさんの思いがつまっていて、ものすごく大切なことが分かりま
した。函南小学校を卒業して、大人になって、自分に子供が誕生したとき、今日の話
を教えて、大切なことを知ってもらいたくなりました。大きくなっても名前を大切に
していきたいと思いました。
・命は本当に大切なのだと思いました。自分の名前も大切なのだと思いました。家族
やおじいちゃん、おばあちゃんを大切にしたいと思いました。新型コロナウィルス感
染症が早く終わって欲しいと思いました。
・自分の家族のことを伝えてくれた校長先生の生命に対する熱い思いがとても伝わっ
てきました。新型コロナウィルス感染症は、会いたい人を会えなくさせるとても怖い
ウイルスで一日でも早く終息することを願います。私も私にできることをしっかりや
り、世界の人々に笑顔が戻るようにがんばりたいです。私は将来、医者になりたいの
で、今日はとても感動しました。
・命の大切さが分かりました。命より重くて大切なものはない、そうした大切なもの
は身近にあるから当たり前に思ってしまう。もっと大切にしておけばよかったとか後
悔するのではなく、感謝の気持ちをもって悔いのない生活を送ることが大切だと本当
に思った。

今回も、子供たちの真剣な姿に感動しました。子供たちの温かな気持ちは、ご家族の愛
がたくさん注がれている環境が大いに働いているものだからだと思います。本校のすばら
しい子供たちと出会え、授業をさせていただきとても幸せです。ありがとう６年生、いつ
までも皆さんの活躍を願っています。感謝の気持ちを込めて！ (渡邊 衛)
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おやじの会主催で進めていただいているラ
ンプシェードプロジェクトの報告をします。

当初の計画では、六年生が制作したランプ
シェードを校庭に飾り、それを校舎から鑑賞
する予定でした。

しかし、新型コロナウィルス感染症に関しては、
緊急事態宣言が近県で解除されなかったり、東部管
内で変異種が見つかったりするなど、依然として緊
張した状態が続いており、危険な状態のままです。
そのため、夜間の鑑賞会を中止としました。

感染症対策に関しては、ランプシェード制作の時
から、検温、消毒など細かいところまで注意を払っ
て進めてくださっており、ありがたいです。

このランプシェードについては、給食棟の廊下天
井に展示することになりました。子どもへの披露は、
2月26日に六年生を送る会があり、その入場に初披
露しました。外が明るく、完全には暗くできない状
況での披露となりましたが、自分の作品を一生懸命
探しながら入場していく６年生の姿が印象的でし
た。送る会が終了後、その他の学年にも、休み時間
などに見てもらいました。

ランプシェードについては、仁田地区のお祭りで使用する用具を使用させていだだきま
した。この用具も、快く貸し出していただきました。本当にありがとうございました。

そして、先ほども書きましたように、夜間鑑賞会が中止になりましたが、何としても、
子どもたちのために何かを行いたいという、おやじの会の強い思いから新しい企画「ペッ
トボトルランタン」が生まれました。

この企画は、校庭にペットボトルで作ったランタンを設置し、文
字を浮かび上がらせるというものです。そのため、全校にペットボ
トルの回収を依頼しました。そのおかげで、150本集まり、おやじ
の会の協力もあり、全部で200本集まりました。そのペットボトル
も一本一本加工してランタンの形にし、それを夕方明るいうちから、
校庭に並べ、陽が落ちてから、火をつけていきました。浮かび上が
った文字が、「がんばろう2021」でした。とても幻想的な光景でし
た。

この撮影は、2月19日に行われたわけですが、ご存知の通り、こ
の前後数日は春の嵐でした。毎日、風が強く吹きました。とても、
撮影が心配でしたが、この日のみ穏やかな1日でした。おやじの会
の皆さんの強い思いが、天に届いたのだと思います。

このランプシェードとペットボトルランタンについては、制作の段階から、設置～完成
の様子を1つの動画に編集し、各教室でおやじの会からの贈り物として、６年生が各クラ
スで見ました。その他の学年でも今後見てもらう予定です。（今回は裏面もあります）



※春休み

春休みは３月２０日（土）より４月７日（水）

までの１９日間となります。８日の始業式の詳

細については、各学年よりお知らせします。

日 曜 行 事 ・ 活 動 給

1 月 B週 ○ ※ 離任式

2 火 ○ 昨年度は実施できませんでしたが、今年度は、

3 水 ○ コロナ対策をしながら実施します。実施方法の

4 木 花まる週間～１１日 ○ 詳細は、今後検討していきますが、晴れた場合

読み聞かせ最終日 ３～６年６切 は校庭、雨天の場合は教室で放送を利用して実

5 金 ６年校外学習 ○ 施します。

6 土 日時 ３月３０日（火）

7 日 ８時３０分～９時００分

8 月 A週 ○ 子どもは、８時２０分～８時３０分までの間

9 火 1年５切 ○ に登校させてください。早すぎないようにお願

10 水 ○ いします。

11 木 １年５切 花まる週間最終日 ○

12 金 卒業式総練習(１～５年午後切) ○ ※ ４月以降の予定

13 土 ３月１日現在、まだ計画段階ですので、変更

14 日 等あるかもしれません。その点はご理解くださ

15 月 ６切 ○ い。

６年生と先生方との交流会 B週

16 火 1年５切 ○ ４月８日（木）

17 水 ○ 午前：入学式 午後：着任式始業式

18 木 卒業式前日準備 ○ ４月１９日（月）～２３日（金）

19 金 卒業式 修了式 × 授業参観会週間

20 土 春分の日 ４月２１日（水）

21 日 函南小支援会議（学校運営協議会）

22 月 ４月２６日（月）～５月６日（木）

23 火 家庭訪問週間

24 水 ５月２７日（木）

25 木 全国学力学習状況調査（新６年生）

26 金 ５月２９日（土）

27 土 運動会

28 日

29 月

30 火 離任式※

31 水

春
休
み


